	職種：工場    職務：工場作業

【概要】

洗濯物仕分けに始まりクリーニング終了後製品の検査・包装までを行う一連の工場内での仕事。

【仕事の内容】

工場作業の仕事は、大別すると以下のとおりである。

①洗濯物仕分け

洗濯物のクリーニング特性を考慮し、また、取扱い絵表示、付記用語、組成表示等を踏まえ、最適なクリーニング処理方法を選択する業務。

②洗浄

洗濯物に応じて、洗浄時間・洗浄温度・洗浄パターン等を選択し、洗濯機で洗浄、脱液、乾燥させる業務。

③しみ抜き

付着しているしみの種類を判別し、使用すべきしみ抜き剤や器具の選択、しみを除去する業務。

④仕上げ

ハンドアイロンやプレス機を用い顧客が着用する状態にする業務。型くずれやシワ直しも含む。

⑤検査・包装

洗濯物の仕上った状態を受付時の診断カルテと照合しチェックし、破れ・ボタンの脱落がある場合には補修・取り付けを行い、袋に詰め、包装後、顧客別に仕分けする業務。

⑥機械・工場インフラ保全

工場の機械・備品管理を行う業務。

⑦仕上り品保管

仕上り品の保管、出荷管理を行う業務。

⑧外注品・リフォーム品管理

外注品やリフォーム品の外注先の選定、外注に出すか否かの判断、外注品の依頼状況・仕上り品情報の管理を行う業務。

【求められる経験・能力】

（１）繊維素材や被洗物に関する知識のみならず、品質表示や取扱い絵表示に関する知識やクリーニング溶剤に関する知識をもとに、どのような洗濯方法が最適かを判断する能力が求められる。

（２）ランドリー、ドライクリーニング、ウェットクリーニング等、主要な洗濯方法についての機械操作能力とトラブル発生時の対処経験が求められる。

（３）持ち場単位で業務を遂行する上で、共通の目標、その中での自身の役割を認識し、業務を遂行する能力が求められる。

（４）公衆衛生・環境保全・安全衛生や社内の諸ルールを遵守することが求められる。

（５）外注先やリフォーム品の品質確保・納期遵守のみならず、下請法を踏まえ外注・リフォーム契約を交わせることや外注先・リフォーム先の選定能力が求められる。

【関連する資格・検定等】

・クリーニング師（クリーニング業法、都道府県知事）

・繊維製品品質管理士（ＴＥＳ）（社団法人日本衣料管理協会）

・衣料管理士（ＴＡ）（社団法人日本衣料管理協会）

・作業環境測定士（作業環境測定法、社団法人日本作業環境測定協会）

・有機溶剤作業主任者（労働安全衛生法、各都道府県労働局、労働基準監督署、各都道府県労働基準協会）

・公害防止管理者（特定工場における公害防止組織の整備に関する法律、社団法人産業環境管理協会）

・特別管理産業廃棄物管理責任者（廃棄物処理法、財団法人日本産業廃棄物処理振興センター）

・危険物取扱者（消防法、財団法人消防試験研究センター）

・ボイラー技師（労働安全衛生法、社団法人日本ボイラ協会）

・乾燥設備作業主任者（労働安全衛生法、各都道府県労働局労働基準部、各都道府県労働基準協会）

・衛生管理者（労働安全衛生法、財団法人安全衛生技術試験協会）

・防火管理者（消防法）

など

【平成１１年改定・労働省編職業分類（小分類）との対応】

３５５　クリーニング工





























































































































